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第６部 RTミドルウェアの便利な機能

富士ソフト株式会社
片見 剛人
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RTミドルウェア講習会

10:30-
11:15

14:15-
15:15

15:30-
16:00

第１部：RTミドルウェアの概略紹介

担当：神徳徹雄（産業技術総合研究所）

概要: RTミドルウェア，RTコンポーネントの概要説明

第４部：RTコンポーネントの作成方法の紹介

担当：坂本武志（株式会社グローバルアシスト）

概要:サンプルコンポーネントの作成(実習２)RTCの設計方法の紹介

第５部：OpenRTM-aistコマンドラインツール rtshellの利用方法

担当：Geoffrey Biggs（産業技術総合研究所）

概要:rtshellの紹介と，システムの実行．ログのとりかた，ログの再生方法の紹介

11:15-
12:00

第２部：RTミドルウェアの概略，導入方法の紹介

担当：栗原眞二（産業技術総合研究所）

概要: サンプルシステムを用いた概略紹介．RTミドルウェアの導入方法について紹介

13:00-
14:00

第３部： RTミドルウェアを用いたシステム構築方法の紹介

担当：坂本武志（株式会社グローバルアシスト）

概要:簡単なサンプルの動作(実習１)基本的な仕組み，機能の紹介

16:15-
17:30

第６部：RTミドルウェアの便利な機能

担当：片見剛人（富士ソフト株式会社）

概要:ネットワークで接続されたシステムの紹介(実習３)ホームページプロジェクト登録の例．質疑応答
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ネットワーク経由のコンポーネント接続

RTシステムエディタからコンポーネントの実行

コンポーネントの再利用方法

VC2010での利用方法

概要



ネットワーク経由のコンポーネント接続
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2011.7.25 青梅商工会議所主催 RTM講習会 6

実習
他のPCのUSBCameraコンポーネントのカメラ画像を、自分のPCの
CameraViewコンポーネントに表示させます。
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ネームサービスへ接続

ここで、接続するPCのIPアドレスを指定します。

コンポーネント接続
他のPCのネームサーバーのコンポーネント(USBCamera)をシステムエディタ
に配置してします。

自分のネームサーバのコンポーネント(CameraViewer)と接続して、Activate
します。

指定したIPアドレスのネームサーバに登録されているコンポーネント
（USBCamera）が表示されます。



RTシステムエディタからコンポーネントの実
行
RTシステムエディタからコンポーネント起動
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RTコンポーネント
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マネージャ
マネージャ
(リモート) 起
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xｘｘCompファイル
(実行ファイル)

RTシステムエディタ（マネー
ジャビュー）

コンポーネントの起動の仕組み
コンポーネントは動的リンクライブラリ（ .so or DLL）化されおり、

RTミドルウェアのマネージャがコンポーネントのインスタンスを生成（実体化）
します。

リモートからのマネージャ操作を許可することにより、RTシステムエディタな
どからコンポーネントを生成することができます。

RTミドルウェア
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RTミドルウェアは、リモートから DLL化してあるコンポーネントを
生成することができます。

リモートでマネージャ操作が許可されているツール

[プログラム]→[OpenRTM-aist 1.1]→[C++]→[tools]

→[Start RTC daemon]

マネージャのリモート操作を可能にする方法
-d オプションでRTミドルウェアを起動する

rtc.conf で manager.corba_servant:YES を追加する
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RTシステムエディタの操作
マネージャビューのCreateボタンからRTコンポーネントを起動します。

RTC種別選択

コンフィギュレーション
指定パラメータ設定



RTシステムエディタからコンポーネントの
実行
コンポーネントの再利用方法
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プロジェクトとは
様々なコンポーネントやツールを探すことができます。 ユーザ登録すれば、
ここに自分の作ったコンポーネントやツール等を紹介するページを作成する
ことができ、他のユーザに自分のコンポーネント等を紹介することができます。

プロジェクトには以下の4つのカテゴリが有ります。
RTコンポーネント: 1つのコンポーネントまたは複数のコンポーネント群な
どが登録されています。

RTミドルウエア：OpenRTM-aistや他のミドルウエア、ミドルウエア拡張モ
ジュール等が登録されています。

ツール：各種ツール(RTSystemEditorやrtshellを含む)ツールはこのカテ
ゴリになります。

関連ドキュメント：関連ドキュメントとは、各種インターフェースの仕様書
やマニュアル等を含みます。
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プロジェクトURL(今月中に公開予定)
http://openrtm.org/openrtm/ja/content/プロジェクト-0

http://openrtm.org/openrtm/ja/content/�v���W�F


RTシステムエディタからコンポーネントの
実行
VC2010での利用方法
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VC2010に必要なソフトウェア
OpenRTM-aist-1.1.0-RC3_vc10.msi（近日公開予定）

Visual C++ 2010

Eclipse

RTSystemEditor, RTCBuilder

Java Development Kit6

CMake-2.8.5

Doxygen

Wix

手順
CmakeのConfigureで使用する
プラットフォームに「Visual
Studio 10」を選択します。

その他の手順は本講習会と同
じです。
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